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ジョスエ ・ カルドゥッチ 

第一中等学校

イタリア

ラクイラ県 ・ ラクイラ市

2011 年 4 月 2 日

2008 年の秋、国際的な人道組織である「戦争な

き世界」から「平和と非暴力のための世界行進」

というプロジェクトが発案されました。このプ

ロジェクトにより、2009年10月2日のニュージー

ランドから、2010年1月2日のアルゼンチンまで、

何百万人という人々の参加がよびかけられまし

た。そして、この「平和と非暴力のための世界

行進」のブレーシアのコーディネーター、ティ

ツィアーナ・ヴォルタさんによって、2011 年に

カステネドロの新しい学校と、ここラクイラの

ジョスエ・カルドゥッチ第一中等学校の植樹が

実現しました。

植樹式は、2011 年 4月 2日　午前 11時から、ジョ

スエ・カルドゥッチ第一中学校において、学校

関係者、地元の諸団体、森林グループの代表た

ち、たくさんの人々の出席のもと開催されまし

た。ラクイラは、2009 年に州の中心アブルッツォ

が大きな震災にみまわれています。この震災を

語り継ごうと 1年生たちは壁画を描くようにな

りました。植樹式で行われたワークショップで

は、白い大きな壁に大きな実をつけた柿の木を

描いていきました。今後は、この 1本の柿の木

が伝える平和のメッセージが、この壁画に描か

れていくことになるでしょう。
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ブレダ中学校

イタリア

ミラノ県 ・ サンジョバンニ市

2011 年 4 月 27 日
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ベットーレの新公園

イタリア

ブレシア県 ・ ブッファローラ市

2011 年 5 月 8 日
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ドン・ミラーニ協同組合は、住宅地の造成目的で、1973-1974 年にコッカリオに設

立され、その後も居住地の建設を目的とし事業を続け、近年では、居住地の公園建

設、緑地部分への種まきなども積極的に行っています。

今回、植樹を申し込んでくれたのは、ドン・ミラーニ協同組合長のシレオ・マリオ

さんです。植樹は、5月 8日に行われました。植樹された公園は、まわりにまだ住

宅もない、新しい公園ですが、今後はドン・ミラーニ居住地の住民だけでなく、ブッ

ファローラ区、幼稚園、小学校、中学校そして、地域のボランティアの人々が柿の

木に関わっていくことになります。

また、2011 年 5 月 17 日には、ブレーシア、カイオンヴィーコの植樹式の後に、防

火団セラの方と一緒に海老沼先生が、ベットーレ新公園を訪問しました。海老沼先

生は、植樹されている柿の木の状態を見てくださり、「土もよく、大丈夫です」と

のコメントをくださいました。
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ノステル修道院 ・隣接公園
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2006 年 3 月 26 日のイギリス・ハダーズフィールド、エジャートン墓地の植樹申込

者であるジョナサン・アダムソンさんが今回の植樹申込者です。ジョナサンさんは、

2006 年の植樹以来、柿の木プロジェクトを自分の住んでいる地域で推進していき

たいと思い、自ら近隣の学校や教会など 10 数か所へ手紙を送り、柿の木プロジェ

クトを紹介してくれました。その中の 2か所から、是非植樹したいという希望が

寄せられ、2010 年のフライングデールズ英国教会学校に引き続き、2011 年のノス

テル修道院・隣接公園での植樹が実現しました。ノステル修道院は、ウエストヨー

クシャーにある修道院で、敷地内に広大な公園があり、レストランやショップもあ

り、多くの人が訪れるところです。植樹には、フェザーストーン高校の生徒数名が

参加してくれました。生徒や修道院の関係者たちは、ジョナサンさんから柿の木プ

ロジェクトについての、話を聞き、続いてロンドンから参加してくれた実行委員の

大谷さんが海老沼先生からのメッセージを読み上げてくれました。生徒たちはみん

なでシャベルをまわして、植樹を行い、みんなの拍手で植樹を終えました。

その後、修道院内で、大きな柿の木が描かれている紙に葉や柿の実にメッセージを

書いたものを貼っていき、素晴らしい作品を完成させました。また屋外では、各自

が事前に描いた作品を手に持って並んでくれて、自分の絵についての説明を語って

くれました。

今回の植樹にご尽力いただいたジョナサンさんをはじめとする PLACE の皆様のご協

力に感謝します。

イギリス

ウェストヨークシャー

2011 年 5 月 11 日
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聖マッシミリアーノ ・ コルベ教会

イタリア

ブレシア県 ・ カイオンヴィーコ市

2011 年 5 月 17 日

5

聖マッシミリアーノ・コルベ教会での植樹を申

し込んでくれたのは、ブレーシア・エコロジー

防火団セラのモリナリ・ポルトロ氏です。2011

年は、この教会に由来するコルベ神父の没後 70

年、また防火団セラのグループ創立 35 周年にあ

たる年であることから、「平和」の柿の木の植

樹を希望しました。コルベ神父はフランチェス

コ修道会の修道士で、何年か長崎にも居住して

います。その後、アウシュビッツ強制収容所で、

ある軍曹の身代わりとなり、47 歳で処刑された

人として、讃えられています。またモリナリ・

ポルトロ氏の属するブレーシア・エコロジー防

火団セラは、丘陵地帯の監視と保護、回復を進

めており、自然を大切にする活動を展開、この 6

年間で「谷の緑」という平和の行進を推進して

います。

5月 17 日の植樹式は、防火団セラの人々を中心

に進められました。近所の幼稚園や、小学校か

らたくさんのこども達が参加してくれました。

幼稚園生たちは、白い紙に柿の木を描いたもの

を旗のように長い棒の先につけて、行進して教

会の庭にやってきました。既に集まっていたこ

ども達は、海老沼先生に自分たちのつくった作

品や、この度の日本で起きた震災に対するメッ

セージを見せてくれました。

植樹式は、こども達による発表を中心に行われま

した。低学年のこども達によるピアニカによる日

本とイタリアの国家の演奏の後、ビバルディの

「春」や、ベートーベンの「歓喜の歌」の素晴ら

しい演奏もありました。高学年のこども達は、全

員で詩の朗読をしてくれました。またチェロの演

奏や歌の披露もありました。歌の最後には、たく

さんの白い折鶴が空高くなげられました。

関係者、海老沼先生の挨拶の後、柿の木の植樹

が行われました。植樹場所は、教会正面左手の

マリア像の前です。代表のこども達によって丁

寧に土をかられていきました。最後には白い大

きなハトをかたどったものが柿の木の横におか

れ、「長崎からの平和の柿」と記された立派な石

の名盤も立てられました。最後は参加者全員で

記念撮影を行いました。
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バニョーロ ・ メッラ総合学校

イタリア

ブレシア県 ・ バニョーロメッラ市

2011 年 5 月 18 日
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2011 年 5 月 18 日の植樹式に先駆けて、当日の

朝に大きな旗を持ったこども達による行進が行

われました。こども達は行進を始める前にフラ

ンチャコルタ・モンテ・オルファノ平和会議協

会のフランチェスコさんから柿の木プロジェク

トについての話と、海老沼先生のスピーチを聞

きました。行進は、大きな芝生の公園からスター

トし、公園内の長い道を通り、町をぬけて、学

校へ到着しました。この学校の校舎には、入り

口に大きな柿の木の絵が展示されており、前日

の 5 月 17 日に行われたワークショップにおい

て、みんなで作った小さな折鶴がかごにたくさ

ん入っていました。そして、全員で、この学校

で、昼食をとり、再び、行進は続けられました。

ここからは、パトカーに先導され、だんだん町

の中心地に近づいていきます。子ども市長と、

海老沼先生が大きな PACE と描かれた旗の先頭を

歩き、大きな旗のまわりについているこども達、

行進の後ろの方のこども達は手に小さな PACE の

旗を持っています。そして、30 度を越える気温

の中、元気いっぱいに植樹地である学校に到着

しました。

植樹場所の学校では、バイオリン、クラリネッ

トによる演奏が行われ、市長をはじめ、大勢の

人々がこども達の行進の到着を待っており、大

歓迎してくれました。代表の挨拶の後、演奏、

校長先生の挨拶、君が代演奏、市長挨拶、フラ

ンチェスコ氏、海老沼先生の挨拶と続きました。

その後、行われたこども達の出し物は、詩の朗読、

ダンスと歌、ダンスと続き、日本の詩の朗読の

後に、子ども市長のスピーチがありました。こ

ども達の出し物は、みんな一生懸命で、とても

素晴らしいものでした。柿の木の植樹では、代

表の子ども 6名が苗木に土をかけていきました。

また、地元のパン祭りの人々も参加しており、

彼らの焼いたパンが市長と海老沼先生に贈呈さ

れました。最後にイタリア国家をみんなで歌い、

柿の木のまわりで、記念撮影をし、盛大な植樹

式は終わりました。植樹式が終わった後も、海

老沼先生は柿の木のまわりで、こども達と写真

をとったり、たくさんのこども達から握手を求

められていました。
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レオナルド ・ ダ ・ ヴィンチ国立総合学院

イタリア

ブレシア県 ・ カステネードロ市

2011 年 5 月 19 日
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2008 年の秋、国際的な人道組織である「戦争な

き世界」から「平和と非暴力のための世界行進」

というプロジェクトが発案されました。このプロ

ジェクトにより、2009 年 10 月 2日のニュージー

ランドから、2010 年 1

月 2日のアルゼンチンま

で、何百万人という人々

の参加がよびかけられま

した。

そして、この「平和と

非暴力のための世界行

進」のブレーシアのコー

ディネーター、ティツィ

アーナ・ヴォルタさんに

よって、2011 年にここ

カステネードロのレオ

ナルド・ダ・ヴィンチ

国立総合学院と、ラク

イラのジョスエ・カル

ドゥッチ第一中等学校

の植樹が実現しました。

カステネードロは 1990

年代半ばまで、対人地雷を製造していた企業ヴァ

ルセーラで知られる地方自治体です。柿の木を

迎え入れるために、ティツィアーナ・ヴォルタ

さんは教育・文化査定委員会や、この地方の学

区の校長先生達とも連携をとり、植樹式の 1年

前から、こども達は熱意を持って、被爆柿の木 2

世について深く学び、その歴史的な意義につい

ても学び、準備を進めてきました。

海老沼先生が、ティツィアーナさんに案内され

て、町を歩いて植樹場所である「レオナルド・ダ・

ヴィンチ」国立総合学院」に到着すると、そこ

には、市長、フランチェスコ氏をはじめ、大勢

の人が既に集まってい

ました。校舎のガラス

戸には、大きな柿の木

の絵が貼られ、校庭に

は芝生の上に白い折鶴

が点在しています。ま

た人の背丈ほどの柿の

木のオブジェも校庭の

真ん中に展示されてい

ます。

植樹式は、フルート、

クラリネット、木琴な

どによる演奏から始ま

りました。司会者から

海老沼先生の紹介があ

り、プロジェクトにつ

いての説明、植樹申込

者、ティツィアーナ・

ヴォルタさんの挨拶、

フランチェスコさん、海老沼先生、市長の挨拶

と続きました。その後　各学校から子どもたち

の 8つの演目、詩の朗読や歌が披露されました。

植樹は、既に葉の芽をつけている柿の木に、こ

ども達の代表が土をかけて行いました。植樹後

に再び演奏があり、柿の木ふろしきの贈呈が行

われました。こども達の楽しそうな顔が印象的

な植樹式でした。
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コメッツァノ ・ チッツァーゴ小学校

イタリア

ブレシア県 ・ コメッツァノ ・ チッツァーゴ市

2011 年 5 月 21 日
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コメッツァノ・チッツァーゴ小学校の植樹は、

この学校のクレリア・ノダリ先生から応募があ

り、過去にこの町で起こった Launchof の原爆の

ことを忘れてはならないという平和への強い思

いが植樹の応募動機です。

植樹式は、小学校の校庭に舞台が作られ、テニ

スコートを囲むようにこども達が集まっていま

した。舞台の真中には、日の丸の旗が掲げてあ

り、海老沼先生が紹介されると大きな拍手がお

こりました。市長の挨拶の後、海老沼先生、さ

らにもう一人の市長の挨拶があり、こども達の

演目がスタートしました。高学年のこども達の

歌や踊り、またユーゴスラビアの民族的な踊り

や、空手の技の披露もありました。高学年のこ

ども達は、各自がメッセージを描いた白い Tシャ

ツを持ち、会場内をまわった後に棒にかけてい

くパフォーマンスを行いました。

植樹は、代表の小さなこども達数名によって、

植木鉢に入った柿の木に土をかけていきました。

その横では、イタリア国旗の色、緑、白、赤の

長い布を持ったこども達が布を上下にばたつか

せて、柿の木を歓迎してくれました。その後市

長からは、市の旗が海老沼先生に送られ、海老

沼先生からは柿ふろしきが贈呈されました。

植樹の後には、学校の近くの公園の水飲み場の

オープンセレモニーや、さらには、町の中心地で、

彫刻展の表彰式が行われていました。
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